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研究成果の概要（和文）：障害者、学校での児童、患者の3領域別対象をもとに、ソーシャルワーク実践およびソーシ
ャルワークプログラムの評価に関する研究を行った。初年度はソーシャルワーク実践の評価となる基準や内容を質的研
究でもって明らかにし、二年次は量的な調査により評価の、評価の軸をさらに明らかにした。三年次はステークホルダ
ーも加えてソーシャルワークのプログラム評価を質的に、四年次は量的に研究した。以上をもとに、ソーシャルワーク
実践とソーシャルワークプログラムの評価マニュアルを作成したが、３領域別での実践はプロセス評価やアウトカム評
価が共通しており、プログラム評価もソーシャルワーカーとステークホルダー間で大きな差がなかった。

研究成果の概要（英文）：We clarified standards and contents of social work evaluation from individual prac
tice by social workers and social work programs in the 3 fields of care management centers for disabled pe
rsons, school social work and social work at hospital.  Evaluation of both social work practice and social
 work program are analyzed by qualitative and qualitative researches.  After this analysis, we published b
oth evaluation manuals of practice and program. From the researches, we got summary that process and outco
me evaluations of social work practices are similar and evaluations of social work programs between social
 workers and stakeholders are not difference among 3 fields.

研究分野：
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社会科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ソーシャルワークには個々の対象者に対

する実践と、その実践を可能にするプログラ
ムから成り立っており、両者は相互に関連し
合っている。しかしながら、ソーシャルワー
クの実勢についても、またソーシャルワーク
のプログラムについても評価の内容や基準
が必ずしも確立していない。そのことが、社
会の様々な領域からソーシャルワークに対
するニーズがあるにも関わらず、それらを充
足すべくソーシャルワーカーが十分に配置
されていない一因になっていると考えられ
る。結果的に、評価研究の不十分さがソーシ
ャルワークの発展を遅らせてきていており、
評価する内容や基準を明らかにすることが
求められている。 
 
２．研究の目的 
そのため、ソーシャルワークが展開してい

る 3 つの領域である障害者領域（相談支援セ
ンター）、児童領域（学校）、患者領域（病院）
において、ソーシャルワーク実践とソーシャ
ルワークプログラムの両方の評価の枠組み
を提示し、それをマニュアルにすることを目
的にした。ひいては、領域を超えて共通する
ソーシャルワーク評価内容と領域別で異な
る評価内容を示すことにある。 
 
３．研究の方法 
初年度は、ソーシャルワークの評価となる

基準や内容について質的な研究を行った。具
体的には、身体障害者や知的障害者、精神障
害者、患者、小学生などの児童を対象にした
ソーシャルワーカーについて、具体的なソー
シャルワーカーの実践を質的に分析した。 
二年度は、質的調査で明らかになったソー

シャルワーク評価の基準や内容をもとにし
て、量的調査を実施し、評価の基準や内容に
加えて、評価の軸を明らかにした。それらを
障害者相談支援事業所相談員、医療ソーシャ
ルワーカー、スクールソーシャルワーカーを
対象にして実施した。それぞれの調査結果か
ら、自らのソーシャルワーク業務での評価の
基準や内容について明らかにした。さらに、
それぞれの領域でのソーシャルワーク評価
の共通点と相違点をもとにして、核になるソ
ーシャルワーク評価の基準や内容と対象領
域別の補完的な評価の基準や内容について
検討した。 
三年度は、ソーシャルワークのプログラム

自体の評価を行った。具体的には、ソーシャ
ルワーカーが実施する障害領域の相談支援
業務、子ども領域でのスクールソーシャルワ
ーク業務、患者領域での退院支援業務につい
て、ソーシャルワークプログラムの機能につ
いてソーシャルワーカーとステークホルダ
ー間での評価を質的に調査し、両者の共通点
と相違点を明らかにした。 
最終年度は障害者、児童（学校）、患者の

３領域別で、それぞれのソーシャルワークの

プログラム評価に関してソーシャルワーカ
ーとステークホルダーを対象に量的研究を
実施し、両者の調査結果をもとに、プログラ
ム評価マニュアルを作成した。 
 
４．研究成果 
いずれのソーシャルワーク領域において

も、ソーシャルワーク実践は個人・家族・組
織内の他のスタッフ・地域社会・社会制度ま
でを変化・維持させることが目的であり、そ
れが評価されなければならないことが明ら
かになった。ただ、地域社会や社会への働き
かけは現実には弱いが、個人への支援を超え
た幅広いことの評価をソーシャルワーカー
は求めていることが分かった。また、自らの
ソーシャルワーク業務での評価の基準や内
容についても明らかになった。 
児童（学校）領域では、スクールソーシャ

ルワーカーを対象に全国調査結果の量的調
査から効果的な援助要素の検討を行った。ま
た、実務者参画型ワークショップを実施し、
実践家が重視する効果的援助要素について
質的な分析を行った。最終的に、自治体のス
クールソーシャルワーカーのグループ討議
結果を加えて、効果的なスクールソーシャル
ワーカーの配置プログラムを提示した。 
障害領域では、障害者相談支援事業所の管

理者へのインタビュー調査から、相談支援事
業プログラムの構造評価、プロセス評価、ア
ウトカム評価を行った。一方、管理者の量的
調査については、３つの具体的な評価内容に
ついて、重要度と実際のギャップを明らかに
し、相談支援業務のプラグラム評価マニュア
ルを検討した。 
患者領域では、退院支援に焦点を絞り、共

働者・管理運営部門といったステークホルダ
ーのインタビュー調査および医療ソーシャ
ルワーカー、看護部門、管理運営部門を対象
にした量的調査を行い、ソーシャルワーク実
践項目の自己評価と他者評価のギャップを
明らかにした。これらの結果をもとに、「Ｍ
ＳＷの退院支援実践自己評価マニュアル」を
作成した。 
３つの領域別でのソーシャルワーク実践

でのプログラム評価の内容は、構造面、プロ
セス３領域別での実践はプロセス評価やア
ウトカム評価が共通しており、プログラム評
価もソーシャルワーカーとステークホルダ
ー間で大きな差がなかった。 
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